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プッシャーを回転
させることでエア
タイトゴムの下が
  り量を調整でき
  ます。

扉 柱

床

スキマ量5mm～15mm

ボトムタイトナー／カンキシマール取付施工手順

・蝶番取付け側にプッシャーがくるように取り付ける。
・ドアを閉める事によりプッシャーが押されてエアータイトゴムが自動的に下がり、床面に密着する。
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取付方法

扉の加工方法

ロッド

溝の位置より90°回す

右

右

ロッド

樹脂の溝にあわせる

左

左

エアータイトが下がる状態にする
/通常のボトムタイトナーの使用状態にする場合

エアータイトが下がらない状態にする
/通常のボトムタイトナーの機能を停止状態にする場合

ロッドの芯部のみ右に90°回転させます。
ロッドの芯の金属部をマイナスドライバーで右に90°回して
ください。（樹脂の溝より90°回す。）

ロッドの芯部のみ左に90°回転させます。

※外の樹脂の部分も、一緒に廻ることがあるので、樹脂の部
分を指でつまんで固定してください。　

ロッドの芯の金属部をマイナスドライバーで左に90°回してください。
（樹脂の溝の位置に合わせる。）
※外の樹脂の部分も、一緒に廻ることがあるので、樹脂の部分を指で
つまんで固定してください。

カンキシマール操作方法

サイドブラケット
（戸先側）

サイドブラケット
（戸尻側）

枠

（ラッチ側）

ドア バネ

プッシャー

床面
オレフィン系エラストマーゴム

枠

　（蝶番側）
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サイドブラケット
（戸先側）

ボトムタイトナー

サイドブラケット
（戸尻側）

サイドプレート
枠


